"元気な高齢者"のお気に入りの場所について--デンマーク・Wiedergardens Aktivitetshusの調査から by 山崎 さゆり
田園調布学園大学紀要　第5号2010(平成22)年度
Bulletin of DEN-EN CHOFU UNIVERSITY　Vol.5(2010)



































　デンマークは、人口約 554 万人、面積約 43,000 ｋ㎡（九州の約 1.2 倍）の国である。
地方行政区画は、2007 年 1 月からスタートした新しい地方自治制度の下では、13 のア
ムト（amt）が廃止され新たに 5 つのレギオン（region）が置かれ、271 あったコムー
ネが 98 のコムーネ（kommune・平均人口 5.5 万人）に統廃合される。この 2007 年地
方自治体再編成では、国は、人口 2 万人以下の小規模コムーネを合併して 2 万人以上の
規模に、その他は 3 万人以上となるよう推進したが、具体的な実施はコムーネ同士の話
し合いのもとに進められた。本研究で対象とした施設が立地するドラウエア・コムーネ














































　W・A は、1989 年住宅組合 Strandparken がコムーネから買い取った土地（繊維工場




















“元気な高齢者”のお気に入りの場所について　－ デンマーク・Wiedergårdens Aktivitetshus の調査から －
ムページを通しての情報提供、寄付金探し等の目的で、2008 年 12 月時点では 7 つの委
員会が設置され、計 24 人の利用者がそれらの委員会に所属し中心となって活動を行って
いた。W・A に雇用されているのは日常リーダーと 2.6 人のカフェ従業員となっている
が、カフェには他に 6 人のボランティアが関わる。W・A の開館時間は、平日の 9 時 30






　調査は、2009 年 1 ～ 3 月に以下の三段階で実施した。
　【建物と利用状況の概要把握】




　 　事前にリーダー Hanne 氏と相談・決定した調査日において、来所した利用者に対し
協力を依頼する。アンケート用紙は自記入式で同日回収。アンケート・シートは以下
の 4 種類から成っている。






























　分析対象として、計 98 人（男性 43・女性 54・不明 1）のデータが得られた。平均年




　W・A への来所頻度は、「週 1」が 32 件、「週 2 以上」が 66 件で、これらの別は性別・
年齢共に無関係である。
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が 75 人と 8 割弱、利用する者では W・A に「バス」か「車」を使う人の割合が高かった。
3 　Wiedergårdens Aktivitetshus の利用実態
　図 3 は W・A 主要部分の平面図である。図 4 は W・A 南面で、写真左方が南側エント













図 4　Wiedergårdens Aktivitetshus 南面 図 5　Kedelhuset
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図 3　Wiedergårdens Aktivitetshus 主要部分平面図
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図 6　Cafe 図 7　Cafe
図 8　Motions- lokale 図 9　Festsa l
図10　Foyer 図11　Ved bi l lard
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　④　 1F の Studierum 1 が Studierum 2 より人気が高いのは、アクセスが容易く開放
的なことが関係すると思われる。Studierum 2 へはビリヤード台周辺（図 11）の
人々の間を通り抜けて行く必要がある。
　一方、不人気な室空間としては、通り道となる Foyer（図 10）、Ved villard、狭い
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＜脚注＞
1　 デンマークは「世界一幸せな国（2006 レスター大学）」「世界一格差のない国」（2008 OECD 発表）「高齢になる
ほど幸福度が増す国（2008 オックスフォード大学）」と軒並み世界一に挙げられている。
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